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――茶茶――  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り扱う「お茶」の種類は多彩。紅茶、フレーバーティー、ハーブティー、フルーツティな

どなど、それぞれ店主自らがブレンダーとなり、お気に入りの茶葉と素材をチョイスしてブレ

ンドしたものである。同店はフルーツの一大産地、山形県にあり、新鮮で高品質なフルーツ、

たとえば、もも、さくらんぼの「佐藤錦」、いちごなどをフリーズドライ加工してお茶にブレン

ドをする。 

お茶は、同店のほか、酒田の物産品を集めた山居倉庫「酒田夢の倶楽(さかたゆめのくら)」

にも並んでいる。ひとつごとのブレンドの独自性はインターネットなどで発信。twitter、

facebook、Instagram などを駆使して、タイムリーに情報発信する。ホームページでは、コン

セプトだけなく好みに応じて、「ハーブ」「香り」「茶葉」など選べるようになっている。 

セミナーなどを通して、少しずつ着実にその魅力を伝える一方、木箱を使ったパッケージな

どお茶全体のイメージにも気を配っている。なかでも酒田を象徴する北前船のラベルなど地域

のお店としての立ち位置も忘れない。 

プティポアン 
山形県酒田市 

http://www.petit-point.net/ 

心安らぐお茶のある時間を多彩に提案 

 店舗概要  

創 業 年 2004 年(平成 16 年) 

売場面積 4.86 ㎡(1.5 坪) 

 従 業 員 2.0 人 

 営業時間 12：00～18：00 

 定 休 日 不定休 

 商品構成  

・茶類   99.0% 

・菓子類(ﾄﾞﾗｲﾌﾙｰﾂなど) 0.3% 

・茶器類  0.7% 

 経営方針  

・ものづくりの基本を大切に、自然の恵みに感謝し「世界にたったひとつのお茶」がモットー。 

・地場のものを取り入れ美味しく、健康を追求する。 

・常に研究、探求心を失わず、進化し続ける。 
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――漬漬物物――  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京野菜という地域限定の野菜がある。その京野菜を生んだのは、消費地である京都だ。おい

しいものが集積する都で、四季の旬を逃さずそれを食すひとたちの需要を満たすために、周辺

で野菜産地が形成された。そうした野菜を使った「京つけもの」の製造販売店が同店だ。 

同店を代表する「京都名産千枚漬」は、聖護院かぶと呼ばれる太く短かなでっぷりとした蕪。

その産地は、京都市の西側にある亀岡市である。 

販売を第一に考えれば、京都が観光で賑わう 10 月～11 月に漬物を間に合わせるが、亀岡で

あのでっぷりと太った聖護院かぶが採れるのが 12 月。同店はそれを待ってから漬け始める(平

成 29 年は 10 月の台風襲来で、産地が打撃を受け原料の調達がままならないという)。ここで、

他産地の蕪を仕入れれば一応は千枚漬ができる。しかしそれをしないのは、同店を贔屓にする

味に厳しい地元のお客様がいるからだ。同店の 70％近くが店頭での販売であり、20～30 年以上

にわたり同店に足を運んでくれるお客様のために、手を抜くことはできない。まさに、京野菜

というブランドが生み出されたのと同じ構図だ。かつて同店の回りには、同じように京つけも

のを商う同業社があったが、1 ㎞圏内に「手づくり」の漬物を製造販売するお店は無くなった

という。 

現在は長年贔屓にしてくれているお客様が集い、情報提供もできるミニサロンを、お店の一

画に開設もしている。 

京つけもの川久 北尾商店 
京都府京都市右京区 

http://kawakyu.gourmet.coocan.jp/ 

野菜産地から生まれた京の漬物を変わらず伝える 

 店舗概要  

創 業 年 1927 年(昭和 2 年) 

売場面積 20.0 ㎡(6.1 坪) 

 従 業 員 3..4 人 

 営業時間 8：00～19：00 

 定 休 日 日・祝祭日 

 商品構成  

・京都名産千枚漬  50.0% 

・その他漬物  50.0% 

(年間 20～30 種類) 

 経営方針  

・味に厳しいお客様からの支持を得た深いおつきあい。 
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